
 
 

 

１ 工事の進ちょく状況 
昨年９月から着工している診療棟については、 

30 年度末には躯体工事が概ね完了する予定です。 

   現在、既存建物の解体、杭（239 本）の打設が 

終了し、地下を掘る工事を行っています。 

 (29 年度末進ちょく率：6.7％ 32 年１月末しゅん工予定) 

 

２ 管理棟工事 

 (1) 発注区分（市内企業発注予定）                   

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 主な機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 事業スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物概要                       総事業費（実施設計段階） 

 

健康福祉・医療委員会資料 
平 成 3 0 年 ５ 月 3 0 日 
医 療 局 病 院 経 営 本 部 

市民病院再整備事業について 

※ 入札は７月ごろから順次予定しています。 

■ 管理棟 南側外観イメージ 

敷地⾯積 29,260 ㎡ 
延床⾯積 64,757 ㎡（駐⾞場含む 80,122 ㎡） 
階数・構造 診療棟︓地下２階地上 7 階 

鉄⾻造⼀部鉄⾻鉄筋コンクリート造（免震構造） 
        管理棟︓地上 4 階 鉄⾻造 

■ 建設工事の状況（平成 30 年 4 月時点） 

 

現病院 新病院 現病院との違い

保土ケ谷区
　診療棟：神奈川区
　管理棟：西区

650床 650床

46床 63床
心臓・循環器疾患増加への対応や、周産期医療を
充実するため、重症系集中治療室を拡充

26床 26床 全床個室化し、感染症への対応力を強化

20床 25床 緩和ケア医療提供体制を充実

558床 536床

個　　室 91床 220床

多床室
467床

（１床あたり：６㎡）
316床

（１床あたり：８㎡）

９室 15室 手術件数の増加や、新たな手術に対応

１室(分娩台2台) ６室
(うちLDR対応５室)

陣痛､分娩､回復まで同じ部屋で行えるLDR
を導入するなど、分娩環境を向上

107台 197台(診療棟) 十分な駐車台数を確保

救急ワークステーション 市内初となる救急ワークステーションを設置

ESP
（ｴﾈﾙｷﾞｰｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ)

エネルギーの安定供給、省エネ・省コスト

がんサロン がん患者を支援

患者用駐車場

その他

個室の数を大幅に増やすとともに、
６床室を４床室とし、１床あたり面積を
６㎡から８㎡以上に拡大

手術室

分娩室

感染症病床

緩和ケア病床

一般病床

項目

所在地

病　床　数

集中治療室

年度 2013年度
(25年度)

2014年度
(26年度)

2015年度
(27年度)

2016年度
(28年度)

2017年度
(29年度)

2018年度
(30年度)

2019年度
(31年度)

2020年度
(32年度)

内容

基本計画 基本設計 実施設計

●
竣
⼯

建 設 ●
開
院

建 設

試運転
調整

建 設設 計
エネルギー棟
(ESP事業)

診 療 棟

管 理 棟

発注
⼿続

発注
⼿続

発注
⼿続

※⼊札

診療棟 

管理棟 

工事種別 発注方法

建築工事
一般競争入札

（総合評価落札方式（簡易型））

電気設備工事

空調設備工事

衛生設備工事

一般競争入札

項 目
現 時 点 の
想定事業費

摘 要

建 設 費 273億円 病院本体、駐車場、外構工事等

用地取得費 74億円 民有地取得費

初度調弁費 58億円 機器購入費、システム構築費

除 却 費 21億円 現病院の除却費等

そ の 他 23億円 委託費、人件費等

事 業 費 計 450億円 ※端数調整後の概算数値

【参考】新病院の概要 


